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スタンダード市場選択申請の決定に関するお知らせ 

 

当社は 2023 年９月 27 日の取締役会において、2023 年４月１日施行の東京証券取引所の規則改正に伴

い、市場の再選択の機会が得られたことから、昨今の世界情勢や農業を取り巻く環境、当社の現況等を総

合的に勘案した結果、スタンダード市場へ選択申請をすることを決議いたしましたので、下記の通りお知

らせいたします。 

 

記 

 

１．プライム市場における上場維持基準の適合状況 

  2022 年 12 月末時点において、プライム市場への適合状況は以下のとおりであり、上場維持基準にも

すべて適合しております。 

 
株主数 

（人） 

流通株式数 

（単位） 

流通株式 

時価総額 

（億円） 

流通株式 

比率 

（％） 

当社の適合状況 

2022 年 12 月末時点 ※１ 
11,115 63,205 105.7 57.0 

プライム市場 

上場維持基準 
800 20,000 100 35 

適合状況 〇 〇 〇 〇 

※１当社の適合状況は、東京証券取引所が基準日時点で把握している当社の株券等の分布状況を 

 もとに算出を行ったものです。 

 

２．スタンダード市場における上場維持基準の適合状況 

 

株主数 

（人） 

流通 

株式数 

（単位） 

流通株式 

時価総額 

（億円） 

流通株式 

比率 

（％） 

月平均 

売買高 

（単位）

※２ 

純資産額 

（億円） 

当社の適合状況 

2022 年 12 月末時点※１ 
11,115 63,205 105.7 57.0 2,184 119 

スタンダード市場 

上場維持基準 
400 2,000 10 25 10 正 

適合状況 〇 〇 〇 〇 〇 〇 



 
※１ 2022 年 12 月末時点の「株主数」、「流通株式数」、「流通株式時価総額」、「流通株式比率」は、 

   東京証券取引所が基準日時点で把握している当社の株券等の分布状況をもとに算出を行った 

ものです。 

※２ 月平均売買高は、2022 年６月から 2022 年 12 月までの売買高より算出しております。 

 

３．スタンダード市場の選択理由 

  当社は 2022 年４月の東京証券取引所の市場区分の見直しにあたりプライム市場を選択いたしました。 

 移行時には流通株式時価総額がプライム市場の上場維持基準を満たしていませんでしたが、2022 年 12 

 月末以降は全ての上場維持基準に適合しております。しかしながら、2023 年４月の東京証券取引所の 

規則改正に伴い、改めて適切な市場区分について再検討を行いました。 

プライム市場の上場維持基準に継続して適合していくために必要となる経営資源を、基準を維持す 

るためではなく、より新たな価値を創造する事業への投資や研究開発、組織・人材の活性化に振り向け

ることが今後の中長期的な企業価値向上、株主利益の向上をはかるうえで最も重要であると考え、本日

の取締役会において、新市場区分「スタンダード市場」を選択することを決議いたしました。 

 スタンダード市場に移行しましても、株式公開企業としてコーポレートガバナンスの高度化および 

サステナビリティへの取組みを推進し、ステークホルダーの皆様に信頼され、広く社会に貢献できる企 

業を目指してまいります。 

 なお、将来につきましては、その時々の当社グループの事業規模や事業環境等を踏まえ、企業価値・

株主利益の更なる向上を目指し、適時適切に市場区分の選択を行ってまいります。 

 

４．スタンダード市場への移行手続き 

  今後は、東京証券取引所が定めるスケジュールに基づき、所定の手続きを進めてまいります。 

スタンダード市場への移行予定日は 2023 年 10 月 20 日となります。この日以降、当社株式の取引は 

スタンダード市場に移行し、同市場で取引が継続されます。 

 

以上 


